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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 73,464 10.8 1,329 － 1,680 － 1,604 －

2021年３月期第３四半期 66,284 △14.9 △965 － △953 － △1,421 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 3,008百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 △1,705百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 55.31 55.09

2021年３月期第３四半期 △48.99 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 112,752 66,655 58.4 2,268.82

2021年３月期 113,726 64,336 55.9 2,191.42

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 65,822百万円 2021年３月期 63,577百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 8.00 － 12.00 20.00

2022年３月期 － 12.00 －

2022年３月期（予想） 10.00 22.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 98,000 5.4 1,700 139.4 2,000 153.5 1,700 465.2 58.60

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）前四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株あたり四半期純損失であるため

計算しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 29,172,457株 2021年３月期 29,172,457株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 160,575株 2021年３月期 160,454株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 29,011,973株 2021年３月期３Ｑ 29,012,125株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は軸受製品および他の自動車部品の販売増加等により

73,464百万円となり、前年同四半期に比べ7,180百万円の増収（10.8％増）となりました。営業利益は1,329百万円

となり、前年同四半期に比べ2,295百万円の増益（前第３四半期累計期間は営業損失965百万円）となりました。経

常利益は1,680百万円となり、前年同四半期に比べ2,633百万円の増益（前第３四半期累計期間は経常損失953百万

円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は1,604百万円となり、前年同四半期に比べ3,025百万円の

増益（前第３四半期累計期間は親会社株主に帰属する四半期純損失1,421百万円）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①自動車部品関連事業

　自動車部品関連事業は、売上高が64,369百万円となり、前年同四半期に比べ8,419百万円の増収（15.0％

増）となりました。

②自動車製造用設備関連事業

　自動車製造用設備関連事業は、売上高が8,967百万円となり、前年同四半期に比べ1,242百万円の減収（12.

2％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、主に受取手形、売掛金及び契約資産、有形固定資産の減少により前連

結会計年度末に比べ974百万円減少し112,752百万円となりました。負債は、主に長期借入金、未払費用の減少によ

り前連結会計年度末に比べ3,292百万円減少し46,097百万円となりました。純資産は主に為替換算調整勘定、利益

剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ2,318百万円増加し、66,655百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績見通しにつきましては、連結売上高 980億円、連結営業利益 17億円、連結経常利益 20億円、連結親

会社株主に帰属する当期純利益 17億円を見込んでいます。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,308 21,102

受取手形及び売掛金 18,794 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 16,614

電子記録債権 3,864 3,472

商品及び製品 3,576 5,582

仕掛品 2,737 2,436

原材料及び貯蔵品 5,050 6,222

その他 2,485 2,404

貸倒引当金 △28 △35

流動資産合計 57,788 57,800

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 33,816 34,661

減価償却累計額 △22,929 △23,798

建物及び構築物（純額） 10,887 10,863

機械装置及び運搬具 96,740 98,149

減価償却累計額 △78,885 △81,172

機械装置及び運搬具（純額） 17,855 16,976

工具、器具及び備品 21,371 21,749

減価償却累計額 △19,672 △20,354

工具、器具及び備品（純額） 1,698 1,395

土地 13,358 13,343

リース資産 333 324

減価償却累計額 △227 △225

リース資産（純額） 106 99

建設仮勘定 2,912 2,496

有形固定資産合計 46,818 45,175

無形固定資産

リース資産 7 5

その他 2,003 2,107

無形固定資産合計 2,011 2,113

投資その他の資産

投資有価証券 3,586 3,872

繰延税金資産 2,309 2,532

退職給付に係る資産 658 665

その他 710 628

貸倒引当金 △156 △35

投資その他の資産合計 7,108 7,663

固定資産合計 55,938 54,952

資産合計 113,726 112,752

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,872 6,518

電子記録債務 4,678 4,486

短期借入金 281 306

１年内返済予定の長期借入金 3,466 4,935

リース債務 30 26

未払費用 5,709 4,963

未払法人税等 406 233

役員賞与引当金 145 104

その他 1,583 1,694

流動負債合計 23,174 23,269

固定負債

長期借入金 24,494 21,051

リース債務 66 61

繰延税金負債 421 586

退職給付に係る負債 757 794

役員退職慰労引当金 263 154

資産除去債務 45 43

その他 166 136

固定負債合計 26,215 22,827

負債合計 49,389 46,097

純資産の部

株主資本

資本金 6,712 6,712

資本剰余金 10,181 10,181

利益剰余金 46,028 46,941

自己株式 △200 △200

株主資本合計 62,721 63,634

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,629 1,823

為替換算調整勘定 △852 291

退職給付に係る調整累計額 79 74

その他の包括利益累計額合計 856 2,188

新株予約権 156 158

非支配株主持分 602 673

純資産合計 64,336 66,655

負債純資産合計 113,726 112,752
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 66,284 73,464

売上原価 57,477 61,829

売上総利益 8,806 11,635

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 736 867

役員報酬 270 242

従業員給料 2,280 2,388

賞与 756 768

退職給付費用 108 95

法定福利費 450 482

福利厚生費 298 305

役員退職慰労引当金繰入額 32 26

役員賞与引当金繰入額 94 96

賃借料 130 148

旅費及び交通費 65 100

減価償却費 353 510

研究開発費 2,522 2,527

その他 1,671 1,745

販売費及び一般管理費合計 9,771 10,305

営業利益又は営業損失（△） △965 1,329

営業外収益

受取利息 19 20

受取配当金 70 83

為替差益 － 186

助成金収入 301 7

貸倒引当金戻入額 － 119

持分法による投資利益 － 12

その他 99 181

営業外収益合計 490 612

営業外費用

支払利息 98 98

固定資産除却損 25 56

為替差損 134 －

貸倒引当金繰入額 114 －

持分法による投資損失 21 －

その他 84 106

営業外費用合計 478 262

経常利益又は経常損失（△） △953 1,680

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

特別利益

新株予約権戻入益 41 22

固定資産売却益 1 5

貸倒引当金戻入額 2 －

債務免除益 － 423

その他 － 0

特別利益合計 44 452

特別損失

固定資産除却損 0 10

固定資産売却損 0 5

新型コロナウイルス感染症による損失 152 －

投資有価証券評価損 － 8

その他の投資評価損 0 2

その他 0 －

特別損失合計 154 26

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△1,063 2,105

法人税、住民税及び事業税 422 549

法人税等調整額 △104 △142

法人税等合計 317 406

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,381 1,698

非支配株主に帰属する四半期純利益 39 93

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,421 1,604
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,381 1,698

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 497 193

為替換算調整勘定 △849 1,106

退職給付に係る調整額 37 5

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 4

その他の包括利益合計 △323 1,309

四半期包括利益 △1,705 3,008

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,674 2,937

非支配株主に係る四半期包括利益 △30 71

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を第１四半期連

結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、一部の自動車製造用設備

に係る売上について一時点で売上を計上しておりましたが、一定の期間にわたって計上する方法に変更しており

ます。

　なお、収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷

時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を

認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、収益認識会計基準等の適用による、当第３四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える

影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法による組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 55,949 10,210 66,159 124 66,284 - 66,284

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- 248 248 376 625 △625 -

計 55,949 10,458 66,408 501 66,909 △625 66,284

セグメント利益又は損失

（△）
2,188 657 2,846 △0 2,846 △3,811 △965

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 64,369 8,967 73,336 127 73,464 - 73,464

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- 160 160 380 540 △540 -

計 64,369 9,128 73,497 507 74,005 △540 73,464

セグメント利益又は損失

（△）
4,492 896 5,388 2 5,391 △4,061 1,329

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△3,811百万円は、主に

全社費用（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失との調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△4,061百万円は、主に

全社費用（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３　報告セグメントの変更等に関する事項

　　　会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

　　する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。当該変更
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　　による各事業セグメントにおける当第３四半期連結累計期間の「売上高」及び「セグメント利益又は損失」への影響

　　は軽微であります。
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